2009年版ＤＳＣＪ・ＪＤＳＦ競技関連規程集の主な改訂点
◎　主な改正点

1． 競技会成立の特例申請について
－１級以下は、該当自己級選手のエントリー組数を問わないこととする。

Ａ級～Ｄ級競技区分においては、特例申請により、公認競技会開催特例申請規程（特例緩和）第3条により、緩和が承認される場合もある。
《関連条項》　
・　ＤＳＣＪ全日本統一級競技規則（公認競技の成立） 第３９条　、ＪＤＳＦ競技規則第46条
・　公認競技会開催特例申請規程
　（特例緩和） 第３条　本規程は、次の事項に付いて規程を特例として緩和することが出来る。 

3.　該当級エントリー組数が２組未満の場合でも、５組以上のエントリー組数がある場合は、公認競技会として認定することが出来る。

2． 競技の採点方法について
－エントリー組数１３組～１５組の場合は、１次予選通過数を１０組とする。
《関連条項》　ＤＳＣＪ全日本統一級競技規（競技の採点方法） 第９条 　ＪＤＳＦ競技規則　第１１条
３．　カップル登録について

「Ｄ級以上の選手も、カップル登録をしていない相手とも競技会に出場できる」

・ジュニアのカップル

・サークル運営

・トップ選手同士のカップル試行

などでメリットが考えられる。

実施については、２００９年から２年間の暫定的な規程で運用をおこない、最終決定する。（カップル登録は従来どおり継続し、組相手以外と出場試行できる）
級は昇降級規程に従い、出場カップルの男性、女性ともに与えられる。
《関連条項》　
・　ＤＳＣＪ全日本統一級競技規則　第29条、ＪＤＳＦ競技規則　第37条
公認競技会に出場する選手の選手登録については、次のとおりとする。
２　Ａ～Ｄ級競技に出場する選手は原則としてカップル登録しなければならない。
　　　　【所属団体がやむを得ない事情で承認した場合はこの限りではないとする。】
・　競技会に関する内規　第6条（カップル登録）　
ＤＳＣＪ登録選手が公認・承認競技会に出場する場合はカップル登録に制限されない。
　・　ＤＳＣＪ全日本統一級競技規則　第40条、ＪＤＳＦ競技規則第49条

　　　　なお、級は昇降級規程に従い、出場カップルの男性、女性ともに与えられる。
【カップル登録した相手と出場する場合、選手登録証の貼付は、男性のみでOK。】
４　　競技会出場選手服装規程
・　（服装及び装飾の定義）第2条の条文訂正。
・　ユース、アダルト、シニア正装区分細則などをＩＤＳＦ規程に合わせ改正した。
「タックインしなくてもＯＫ」「ズボンの色」等々
５　　全日本1級・2級・3級選手権大会開催規程　の廃止

・2004年まで選手権として開催されていたが、2005年は都道府県対抗戦（岡山）で全日本1級～３級として開催。（「選手権」は付けず）2006年以降は開催されていない。

・当初の目的は達成済み。

◎　以下に改訂された規程を列挙する。
１　ＤＳＣＪ全日本統一級競技規則
（競技の採点方法） 第9条、（出場資格）第28条、（登録）第29条、（公認競技の成立）第39条、（昇級及び降級）第40条  など
２　ＤＳＣＪ全日本統一級昇降級規程

　昇級第4条、降級第5条の項に、以下の文章を追記する。（現行でも級は個人に付与されている）

成績とは競技終了後の公式な最終成績を指し、級は個人に付与される。
３　ＤＳＣＪ全日本統一級競技規則細則

４　ＪＤＳＦ競技規則
　　　（競技の採点方法）第11条、（登録）第37条、（公認競技の成立）、（昇級及び降級）第46条など
その他条文の整合性を諮った。
５　競技会出場選手服装規程

　　主に　ユース、アダルト、シニア服装区分細則をＩＤＳＦ規程にあわせて改訂した。
　　その他内容が解りやすいように改定した。
６　競技会に関する内規

　　　第１条（競技会開催日に関する事項）２）12月中の公認競技会開催を禁止する。

⇒１２月８日～翌年１月７日までの公認競技会開催を禁止する。

　　　第6条（カップル登録）　ＤＳＣＪ登録選手が公認・承認競技会に出場する場合はカップル登録に制限されない。

７　競技会主催者へのガイドライン

背番号のスポンサー・主催者名等の折込みや、形状が変わるような折込みは禁止など。

８　全日本1級・2級・3級選手権大会開催規程　⇒　廃止した。

９　国際派遣選手規程
　　　（特別規定）第7条に三笠宮杯全日本ダンススポーツ選手権とミドルシニアを加えた。

10　強化選手規程

　　　平成19年12月23日に改訂された。
　　　（特別強化選手の認定基準）を第6条に加えた。

それにあわせた条文の整備など。
その他開催申請書の役員名番号欄をＪＤＳＦの会員登録番号と混乱を避けるため

（登録番号　　　）　＝＞　（認定番号　　　）とした
　　※　本文でアンダーラインの部分は今回の改正点です。
平成20年11月
　　ＪＤＳＦ競技部










PAGE  
1

